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芦 再び,学会と工学教育について
規格湘盛会香い良 柳井 久義

;こ 我が同の席等教育機関,殊に大学に対する厳しい批判と反'Hが行われるよう

になってから既に久しい.韻近になってようやく,これが我が民族の将来にとっ

て由々しい問題点の一つであるとの認識から,改札 産其非をはじめ社会的に

も関心が高まり.様々の対策が講じられるようになって米たことは,間越の朋

が深く一朝一夕に改まるとはいえないとしても,我々の起非取らねばならない

方向への動きとして,誠に喜ばしいことと思う_しかし.最近の各方面の動き

を見ていると.jlf嘆なポイントはその内零と質にあるにかかわらず,収が学非 ･

教育界がtl11治以来たどって来た後進性の枠から脱却することが難しく‥良の長

い北本的なF'"J題にはなかなか粁ふ込めないでいるのではなかろうか.という感

がしないでもない このようなことから,私も3年前に.この遜所Eiで ｢学会

と工学教育｣と越して感想を述べてaLいたのであるが.あえて再びこのIBJ越を

取り上げ11きかせて研くこととした.

学術研究のメッカとして,大学での6Jf究活動の穀帆 満作化を計ることの並

蛮性は論を待たないところであり.今口これに対するl外山ま大いに祐まった.

また.これに対する′芦会の虫要性は従来からもよく認識されていて,JLP会はそ

の出務を f･二/分に米たして来た.rtl'lJ題はむしろ,地学年齢人口の40%近くが

化を如何に計るかというところにあろう 殊に本学会の扱うrdil･･情報 ･通JLi

の/分野は,Bllut公における噸要な科? ･工学 ･技術の分野として,これを支

える多数の広い範朗にわたる後継技術者の慮戊が強く要領されている.

これに対して.この方所の村jLF･⊥乍 技術が大きく発展し,抜本的に変革

した今n,何がJT芦時代に'声門して紅くべき基掛 何字rnJで.何が訓練してiPitく

べき基礎†たノJであり,何が背.一糾して泣くべき知識なのか.をfr在･Ip7-･tlの鮭族
豊かな仝貝を擁する本乍会のような絶命学会で,嘆美分野別に,rl休的に検討し.

指針を出して子iくべきではなかろうか.更に,その基礎的学問に対しては,い

たずらに高度化 -!trLJ.細分化することなく,基本的な考え方をだれでもが杷

押できるような'7･間体系を.学会が小心となって作り上げて行かなければなら

ないのではなかろうか.各大学が.それらの中から,それぞれの大学の載ff日

掛 =合せた取捨選択をし,多様な教育ができるようなものが欲しいとJtiP.う.

このようなことは,T.二罷救作協会のようなところが子J'うのが本筋かもしれな

いが,内容を作った問題は.やはり'p-会でないとできないであろう.




